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一
週

撒
間

諜
暦

一

十
一日
(食
)

縛
別
講
演
会
「電
気

音
響
掌
の
現
状
と
将
来
」
講
帥
早
坂
寿

雄
氏
(日
本
域

公々
社
)
午
後
一時
か

ら
鷺
気
総
合
館
大
講
義
量
で

炎
座
・成
安
潰
劇
部
合
同
公
演
「灰
と

ダ
イ
ヤ
モン
ド
」
午
後
六
時
か
ら
大
谷

同
学
会

「
講
演
会
」
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

同
学
会企
圃
に
よ
る
十
二
月
講
演
会
シ
リ
ー
ズ
の
ス
ケ
ジ
ェー
ル
が

こ
の
程
決定
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
七
日
(月
)
午
後
三
時
から
法
経

第
一教
室
で劇
西学
院
大
学
講
師
顔
本
進
治
氏
に
よ
る
「學
生運
動
の

創
造
的
展開
に
つ
いて
」
の
講
演
を
最
切
に
、
八
日
(火
)
十
二時
か

ら
法
経
第
一教努
で
「コン
ゴ
・南
ヴ
エ
上
アム
の
激
拗
と
稗
進国
革ロ

命
」
関
西
大
学
教授
鶴
島
鱈
嶺
氏
、
九
日
午
後
三
時
か
ら
法
経第
一数

整
で
「最
近
の
日本
経
済
と
佐
藤
政
稲
」
大
阪
市
大
教
授
小
野
義
彦
氏

の
三
っ
の
講
演
会
が持
た
れ
る
こ
と
に
な
った
。
こ
の
連
続
謂
演
会は

京
大
学
生
運
動
の
総
体的
推
進
の
方
針
に
沿
って
、
そ
の
一躍
と
し
て

行
な
わ
れ
る
も
の
であ
る。

理
、
就
職
率
七
十
五
%
に

本
年
度
理
学
部
卒
業予
定
者
(百
八
十
九
6

の
就
職
状
況
は
、
十

一月
未
の
理
学
郡
事務
室
の発
表
に
よ
れ
は
、
約
七
十
五
%
に
達
す
る

と
見
ら
れ
る
。
う
ち
理
掌
而蔓
務宰
にと
ど
け
ら
れ
た
数
を
上
げ
る
と

就
職
希
望
首
六
+人
中
決
定ま
だ
は
内定
し
て
いる
者
二
十
人
で
辞
職

率
五
十
%
。
主
た
る
就
職先
は
棟
戸製
鉄
、
川
崎
製
鉄
、
八
幡
製
鉄
な

ど
大
企
業
に
集
申
し
、
冨
公
庁
二人
、
教
員
一人
と
三
十
人
中
二
十
七

人
ま
で
が
巨
大
企
業
、
大
企
粟
に辞
壕
内定
者
と
な
って
い
る
。
ζ
の

五十
%
の
薮
字
が
出
た
の
は
物
理科
そ
の他
の科
教
室
か
ら
当
事
務
整

に
と
ど
け
出
き
れ
て
いな
い
た
め
で
あ
り、
当
事
務
室
で
は
既
職
躯約

七
十
五
%
に
達
す
る
と
見
な
し
て
いる
。卒
業
予
定
看
百
八
十
九
人
中

大
学
睨
瀧
学
百
人
、
就
職
希
望
者
六
十
人
、留
年
学
生
十
数
人
、
そ
の

他
未
罵

法
、
就
職
率
九
十
五
%

昭
和
三十
九
年
度
法
学
都
卒
業
予
定
者
の
就
聰
耶は
現
在
九
十
五
%

強
であ
る
。
今
年
の
就
職
状
況
に
は
例
任と
か
いし
か
変
り
は
港
く
、

会
社
閏
係
で
は
金
融
関
係
十
人
を
ト
ップ
に、
化学
、
商
社
、
鉄
工
関

係な
ど
の頭
。
ま
た
、
官
庁
二
十
六
人
、
司法
関
係
十
人
。
'天
学
院
の

合
格者
十
人
の
懊

敬
人
が
大
学
に
残
る
見込
み
。
他
は
未
決
定
で
あ

る
。

麺

言

妻

リ力文学
「麺

鷲

㍉
後六時半か

会

午
後
二
時
から
教
養
邸
で

十
八
日
(金
)

日
本
脅英
会
鑓
掌
資

十
四
日
(月
)

特
別講
演
会
「最近

金
交
付

午
前
九
時
半
か
ら
午
後
三
時

の
非
鉄
金
属
材料
の研
究
開
発
にお
け

半
ま
で
厚
生
課
学
資
掛
で
ρ

る
基
礎
的
聾

訓師
畑
栄
一氏

十
六
日
(火
)

京
大
交
響
集団
第
九

来
年
早
々
発
足
か

㎞…
…

…

在

告
…
…

-
…

今
年度
の新
聞
発
行
は
、
今
号
で

う
ちき
り
と
し
ま
す
。
釆
年
は
一

胴
月十
一日号
と
十
八
日
号
を
十
五

日
前
後
に発
行
し
ま
す
。

襯

な
お
今
回
、
「黒
板
」
は
紙
面

の
都合
で休
載
し
ま
す
。

"の

・・…

・ー

京
揮
大
学
獅
聞
社
・…
㌧

学
内
諸
機
関
の
代
表
集
め

去
る
十
二
月
二
日
午
筏
二
時
か
ら、
学
長
整
に
お
いて
、
厚
生
間
釈
に
つ
い
て
の
学
長
団
交
がお
こな
わ
れ
、
今
後
の
学
生
厚
生
問
題
に
つ
い
て
の
大
掌

側
と
の
協
議
機
関
を
設
緻
す
る
こ
と、
七
十周
年
記
念
事
業
と
し
て
の
西
部
京
大
会
館
、
教
獲学
館
の敷
地
間
閣
、
体
育
館
の
娼
設
、
生
協
移
転
閻
題
等
が

話
し
合
わ
れ
、
午
後
三
時
半
終
った
。

同
団
交
は
、
学
生
側
か
ら
、
同
学
会教
餐部
自
治
会
、
生
協
組
織
耶
、
学
館
準
備
委
(
体
青
会
の
関係
者
等
約
四
十
人
が
出
席
し
、
大
掌
側
か
ら
は
、
奥

田
学
長
、
山
岡
学
生
鄭
長
、
学
生
部
次
長
をは
じ
め
と
し
て
庶
務
計
理
鰯
、
施
股
都
、
学
生
都
等
か
ら、
約
十
人が
参
加
し
た
。

厚
生
施
設
拡
充
の
た
め
の
学
内
組
織
に

つ
いて
は
、
学
生
側
代
衰
と
し
て
は
従

来
か
ら
あ
る
学
内
問
題
対
策
協
議
会

(今
春
寮
問
題
が
ク
ロ
ー
ザ
ン
ッ
プ
さ

れ
た
と
き
に
生
協
岡
学
会
、
学
館
箪
備

委
、
景
闘
争
委
嘱
工
教
自
治
会
等
の
代

衰
で構
成
さ
れ
て
い
る
)
を
核
と
し

て
、
体
育
会
、
各
自
治
会
、
院
生
協
議

会
等
も
含
め
た
組
織
を
設
け
、
大
学
側

か
ら
は
、
学
生
部
長
を
中
心
と
し
て
、

各学
部
代
表
教
授
各
}人
、
庶
務
計
理

一人
、
麺
設
部
長
等
で
構
成
し
た
恒
常

的
な
学
生
代
衰
と
天
学
側
代
衰
と
の
協

議
機
関
で
あ
る
。
な
お
こ
の
学
生
厚
生

施
設
整
備
委
員
会
(仮
称
)
の
正
式
発

足
は
、
釆
年
に
な
る
見
通
し
で
あ
る
が

鵬
備
的
な
会
膿
は
、
年
内
十
五
日
開

=

催
を
目
標
とし
て
、
学
生
側
、
大
学
側

が
取
り組
む
こと
が
確
認
さ
れ
た
。

七
十
周年
記
念
事
業
に
関
し
て
は
、

ま
だ正
確
な
予
算
が
立
って
い
な
い

が
、
ほ
ぼ
二十
～
二
十
五
億
ぐ
ら
い

の
規模
にな
る
見
通
し
で
、
こ
れ
を

め
ど
に貝
体
的
施
設
計
圃
を
進
め
よ

う
とし
て
いる
。
ま
た
同
事
業
予
算

はす
べて
寄
付
金
で
ま
か
な
わ
れ
る

が、
現
在
ま
での
と
こ
ろ
各
企
業
ま

た
は御
人
に対
す
る
寄
付
の
飯
頼
は

分
散的
にな
さ
れ
て
いた
が
、
岡
O

業
を機
に京
大
と
し
て
一本
化
し
へ

学
術振
興会
(仮
称
)
と
し
て
基
金

化し
必
要
に
応
じ
こ
こ
か
ら
出
資
す

る
形態
を
計
画
し
て
いる
こ
と
が
明

ら
か
と
な
った
。

体
育
餌
建
設
に
つ
い
て
は、
体
育
会

か
ら
同
記
念
行
事
の
一貫
とし
て
お
こ

な
って
ほ
し
い
と
の
要
望が
あ
った

が
、
大
学
側
と
し
て
は、
これ
と
は
別

に
、
対
文
部
省
交
渉
を
通
じ
て
笑
現
し

た
い
と
の
意
向
壷
ホし
た
。
ま
た
体
育

館
の
敗
地
と
し
て
、
医
学
部
が
医
学
総

合
館
と
し
て
整
備
さ
れ
る
の
を
ま
って

想
キ
リ
ス
ト
数
と
現
代
社
会

月

キ
リ
ス
ト

ニ

キ
リ
ス
ト
教
と

理

+
嚢

ト

ニ

ー
号
羅
のの
無
響

に
つ
い
て

水
産
教
室
寮
廃
止
の
動
き

舞
鶴
甫字
長
浜
に
あ
る
京
大
水
産
教
室
に
隣接
す
る
学
生
寮
(現
在

四
都屋
に七
人
入
周
)
の
老
朽
化
を
理
由
に、
教
授
会
で
は
、
今
年
の

積
露
には
耐
え
ら
れ
な
い
の
で
、
学
生
の
生
命の
安
全
の
器

こ
れ
を

廃
止す
る
こ
と
を
決
定
し
、
入
居
者
に
通
告
した
。
この
建
物
は
昭
和

二
十
三佳
に旧
陵
軍
の
も
の
を
修
理
し
て
、
察
と
して
利
用
し
た
も
の

で
そ
の耐
久
力
は
五
年
間
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
が
、学
校
と
し
て
は
こ
れ

を
繁
と
して
認
め
て
い
な
い
の
で
、
予
算
に
組
まれ
て
いず
放
樗
さ
れ

て
い
たも
の
。

入
居
学
生
側
と
し
て
は
、
今
建
物
を壊
さ
れ
る
こ
と

は
反対
畷

理
す
る
か
、
他
へ
移
転
す
る
か
、新
築
の寮
を
つ
く
る

か
を
要
求し
て
いる
。
こ
こ
に
も
京
大
の
曝
生
施
般
の
貧困
の
し
わ
よ

せ
が現
われ
て
いる
。

毫
京
大
人
事
三
「剛

昇
佳

文
学
部
教
授

池
田
義
祐
(文
助
教
授)

教羨
部
助
教
授

福
島
正俊
(教
獲
講
師
)

医
学
部
助
教授
橘
正
道
(千
葉
大
医
講

師)

理
学
部
助
教
授

長
谷
川
洋
(東
大
理
助手
)

併
任

工
教

教
授

内
海
暢
生
(京
工
繊
大
繊
維
掌
部
教授
)
医
掌
部
付
鵬
助
産

婦学
校
長

西
村
敏
雄
(医
教
授
)

医
学
部付
属
皮
膚
病
狩
別
研
究

施
設
長

西
占
賀
(同
研
究
施
設
教
授
)
巴
罎
換

文
学
部
教
授

生

島
璽

(教
獲
教
授
)

復
職

法
学
部
助
教
授

谷
口
安平

解
任

事
務
局
畏
代
理

住

友
眩
(庶
務
部
長
)

庶
務
部
庶
務
繰
長
事
務
代
理

須
ノ
内
英
夫

(同
人
事
諏
長
)脚≡

海
外
出
張

≡

▽
今
西
幸
男
(工
助
手
)
39
・12
・
5～
ω
・12
・19

高
分
子
物

貰
の合
成
に
関
す
る
研
究
(特
に
ポリ
ペ
プタ
イ
ド
の
合
成
に
関
し

て
)
の
た
め
米
国
、
ス
ワ
ェー
デ
ン
、連
合王
国
へ▽
鷹
野
窮
威
(理

助
手
)
39
。11
・28
～
40
・7
。16

酵
素反
応
機
構
の
物
理
化
学
的

研
究
の
た
め
米
国
へ
▽
粟中
秀
雄
(教
養
耶
教
授
)
39
・皿
・8
～
40

・1
・9

測
地
学
の
研
究
と
第
22
同国
際
地
質
学
会
に
出
席
の
た
め

タ
イ
、
イ
ン
ド
へ▽
香
西
茂
(法
助教
授
)
39
・12
・9
～
如
・2
・

9
東
閑
ア
ジ
ア
瀦
国
の
外
国
人
の
法
的
取
扱
の研
究
襯
査
と
イ
ン
ド
国

際
法
協
会
の
年
次
総
会
に
出
席
の
た
め
イ
ンド
、
ビ
ル
マ、
タ
イ
、
マ

レ
ーシ
ア
連
邦
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア、
カ
ンボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
、
ベ
トナ

ム
へ▽
日
比
野
丈
夫
(人文
料研
助
教
授
)
39
・12
・22
～
ω
・3
・

15

東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
摯僑
の歴
史
的
社
会
的
調
査
の
た
め
中
華

民
国
、
番
港
、
マ
カ
オ
、
ベ
トナ
ム、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
タ
イ
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
へ▽
船
越
昭
生
(人
文
料研
助
手
)
39
・12
・22
～
40
。3
・

15

同
右
▽
川
ロ
柱
三
郎
(農
教
授
)
39
・12
・加
～
40
・3
。29
水

田
土
壌
に
関
す
る
研
究
調
査
の
た
めフ
ィリ
ッビ
ン
、
タ
イ
、
マ
レ
イ

シ
ア
へ
▽
松
尾
新
一郎
(工
教
授
)
39
・12
19
～
40
・1
・17

地
質

お
よ
び
地
下
水
の
鯛
査
研
究
のた
め
タ
イ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
マ
レ
イ
シ

ヤ
へ
▽
久
馬
一剛
(農
助
手
)
40
・-
・4
～
40
・3
・29
水
田
土
壌

に
関
す
る
研
究
の
た
め
タイ
、
マレ
」
シ
ア
へ

飯震〒璽

巖 詣

 

藷

験

鍵

るウナ
ムノ

金
原

芳
光

ロ
マ
ド
カ

高
戸

要

住
谷

一彦

マ
タ
イ
ス

ーチ

ヱ

全

集

〈纂四巻〉反
爵

代
的
考

察

軸
五踵
㎜

清
第勲巻落

鰯71
礪

舞
麟

礁

覗
歌
ゆ
難
界
観
贈
獣
軌

璽
目讐

蘇螺
篇曜
矯
話
誤

理

想

社

同
構
内
北
側
敷
地
を予
竃
し
て
い
る
。

教
蟹
部
学
館
の
敷地
、
お
よ
び
A
号

館
地
下
学
生
控
室
に
つ
いて
は
、
教

養
都
教
授
会
の意
向
に
し
た
が
う
こ

と
で
具
体
的な
躊
合
いは
な
か
っ

た
。

新
徳
館
跡
に
決

教
養
学
館

来
春
四
月
完
戒予
定
の教
藁
部
A
号
餌

地
下
学
生
控
え
虫簡
題
、
教
養
部
自
治

会
正
副
委員
畏
選
挙
、同
学
会
代
議
員

改
選
な
ど
の
学
内事
構
と
相
ま
って
、

学
館
闘
箏
は
現
在
活
発な
学
囚
闘
争
の

一
一環
と
し
て
進
行
し
つ
っあ
る
。
十
二

る

三
日
教
養
部
長
と
団
交

月
二
日
(水
)
午
後
二
時
か
らは
同学

会
を
中
心
と
す
る
総
長団
交
が行
なわ

れ
、
続
い
て
三
日
(木
)午
後
一時
半

か
ら
は
生
協
粗
織
部
、
同
学
会
、
教
獲

部
自
治
会
と
教
獲
都
長
と
の
団
交
が持

た
れ
一応
の
成
果
を
収
め
る
と
と
も
に

今
後
の閥
題
点
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ

た
。

三
日
の
教
養
部
長
団
交
に
は
教
養部

浸
が
欠
席
、
教
獲
部
生
活
補
導
委員

長
が
出
席
し
へ
学
生
側
か
ら
は
生協

組
織
耶
、
同
学
会
、
教
養
部
自治
会

が
出
席
し
た
。
こ
の
話
し
合
い
で、

文
部
省
型
の
学
館
が
建
設
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
こ
と
、
そ
の
敷
地
と
し
て新

徳
館
の
現
在
位
ほ
が
利
用
さ
れ
る
こ

と
が
碓
足
的
と
な
った
。
特
に敷
地

問
題
の
た
め
に
建
設
引
き
の
ばし
が

さ
れ
て
い
た
の
は
、
旧
三
高
卒業
生

の
反
対
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
が、

何
ら
か
の
形
で
そ
の
記
念
物
を残
す

な
ら
ば
こ
れ
に
反
対
し
な
い
こと
が

明
ら
か
と
な
った
。

学
対
協
も
活
動
強
化
へ

ま
た十
一月
二十
ハ
日
(土
)
の
同
学

会代
議員
会
で
は
、
学
対
協
の
体
制
が

一

己

の

}

再
建
準
備
会
結
成

へ
辮

二
十
日
か
ら
東
京
で
全
自
代

全

原
潜
阻
止
全
国
学
生
共
闘
会
議
に
絹集

し
て
秋
の
原
潜
阻
止
闘
争
を
大
衆
的
・

全
国
的
に
闘
か
った
各
大
学
自
治
会
に

ょ
る
全
学
違
再
建
へ
の
動
き
は
、
十
二

月
に入
って
活
発
化
し
て
い
る
。
原
潜

阻
止
共
闘
会
議
で
は
十
二
月
一日
、
東

京
で斡
事
校
(九
大
・京
大
・東
大
な

ど
十
三校
で欄
成
)
会
議
を
開
き
、
十

二
月
二十
-二
十
一の
両
日
、
東
京
で

「全
掌連
再
建
準
備
全
国
自
治
会
代
表

者
会
議
」
を
開
く
こ
と
を
決
定
し
た
。

この
全
自
代
に
は
各
大
学
自
治
会
の

正
式
代
衰
者
た
る
代
議
員
、
オ
ブ
ザ

ー
バ
ー
な
ど
三
百
人
が
参
加し
、
全

学
連
再
建
準
備
委
員
会
が
結成
され

る
だ
ろ
う
。

伽

ま
た
全
学
運
の
中
心
部
隊
の
位
鳳
を
占

め
る
東
京
都
学
連
再
建
に
つ
い
て
は
、

十
一月
三十
目
の
統
一都
自
代
に
お
い

て
、
十
二
月
十
八
-
十
九
の
両
日
都

学
連
再
麹
準
備
大
会
を
開
く
と
が
決
定

され
て
お
り
、
統
一都
自
代
が
東
京
の

学
生
運
動
を
大
衆
的
に
指
導
し
た
実
績

か
ら
、
こ
れ
が
都
学
連
の
実
質
的
な
再

建
にな
る
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。

.誠
意

あ

る
回

答

を

日
大
事
件
で
教
官

一昨
隼十
一月
、
日
本
大
学
理
学
部
数

学
科
所
属
の助
教
授
福
冨
節
男
、
木
下

寿
夫
、
導任
講
帥銀
林
浩
、
蘭
田
令
二

出資金増 額 も検討

生協総代会開かれる
五
日
午
後

法
経第
三

教
整
に
お

い
て
第
+

五
回
生
協

通
常
総代

会
が開
か

れ
た
。
八

+
五
人
の

総
代
出
席

で
、規
約

に
よ
り
定

数
以下
で

成
立
晶

か
れ
た
も

の
。
総
会

は
開
会
の

辞
瑚
事
長
拶
挨
の
後
、
三
時
ご
ろ
、
議

都
に入
った
。
中
間
報
告
、
組
織
部
一

般
報
告
、
育
志
提
案
な
ど
に
よ
る
主
要

議
題
は
次
の
と
お
り
①
総
代
選
挙
規
定

お
よ
び
役
員
選
挙
規
足
改
正
の
件
②
京

都
地
区
大
学
生
協
会
鋸
の
件
③
出
負金

鱒
強
の
件
④
同
盟
化
、
単
一化
促進

の
件
。
各
提
案
は
酎
議
の
後
、
ほ
と
ん

ど
組
織
部
提
案
ど
う
り
可
決
さ
れ
た
。

新
た
に
提
案
さ
れ
た
出
資
金
期
額は

現
在
思
わ
し
く
な
い
経
営
状
態改
普

の
た
め
の
も
の
で
、
組
合
員
の
出資

金
を
現
在
の
二
口
か
ら
三
ロ
へ
鎚す

よ
う
要
請
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
によ
る
資
本
金
強
化
に
よ
り
、
銀

行
借
入
れ
耕
子
の
辮
消
、
現
金
購
入

に
よ
る
仕
入
れ
金
引
き
下
げ
を
ね
ら

って
いる
。
組
織
部
で
は
、
総
代
会

に
よ
り
承
認
さ
れ
た
た
め
、
来
年
度

新
入
生
を
圭
な
対
象
に
積
極
的
な
ア

ビ
ー
ル
を
行
う
予
定
。

理
事
会
報
告
、
組
織
鄙
報
告
で
は
、
物

価
上
昇
に
よ
る
情
勢
の
悪
化
と
、
若
f

黒
≠
を
生
み
な
が
ら
も
思
わ
し
く
な
い

上
期
決
算
状
況
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

下
期
運
勤
の
課
題
と
し
て
、
同
盟
化
、

単
一化
問
題
。
米
価
、
水
道
料
金
等
憤

上
げ
反
対
。
A
号
館
地
下
間
題
。
出
資

金
増
賢
運
動
。
日
常
活
動
の
強
化
な
ど

が上
げ
ら
れ
て
い
る
。

法
経
地
下
移
戦
は
先
に
学
校
側
と
の

あ
る程
度
の
決
定
を
み
て
以
米
、
進

展
し
て
いな
い
。
現
在
学
校
側
は
、

各所
で
工
事
を
行
な
って
お
り
、
法

経
地
下
に
手
が
ま
わ
ら
な
い
と
同
答

し
て
いる
。
工
事
は
休
暇
中
で
な
け

れ
はな
ら
な
い
た
め
、
組
蹴
部
は
、

来
年
新
入
生
を
迎
え
る
頃
ま
で
に
完

成
す
る
こ
と
を
目
標
と
レ
、
促
進
に

学
校
側
と
の
団
交
を
祷
っ
予
定
で
あ

る
。

ま
た
、
A
号
館
地
ド
問
題
に
つ
い
て

も
、
生
協
は
喫
茶
部
と
讃
籍
部
を
開

く
こ
と
を
目
的
と
レ
、
自
治
会
と
協

同
闘
争
を
行
な
う
。

乙

が

声

明

書

朗
の
四
氏
が
学
部
長
を通
して
、
大
学

の
思
想
に
あ
わ
な
い
と
い
う理
由
で辞

職
を
言
い
渡
さ
れ
た
い
わ
ゆる
「日
大

事
件
」
に
つ
い
て
発
起
人
四十
一人
か

ら
の
声
明
轡
が
こ
の
ほ
ど関
係
筋
にま

わ
さ
れ
た
。
対
象
は
全国
の数
掌
者
で

署
名
を
要
請
し
て
いる
。

声
明
は
、
昨年
十
一月
、
舷
職
後
の

福
富
氏
が預
け
て
あ
った
私
物
を
と

り
に
日
大
構
内
に
立
ち
よ
った
際
、

一部
の
事
務
職
員
か
ら
暴
行
を
う
け

た
この
こ
と
を
学
部
長
に
抗
議
し
た

と
き
も
、
飯
意
あ
る
謝
罪
が
な
か
っ

た
と
指
摘
し
て
い
る
。ザ

イ
フ

エ
ル
ト

教
養
耶
独
品
講
師
J
・E
・ザイ
フ
ェ

ル
ト
氏
の
契
約
満
期
に
と
も
な
つ
後任

人
事
決
定
に
ホ
審
が
あ
る
と
し
、ザ
イ

教
官
選
考
に
疑
点

氏
留
任
運
動
で
露
呈

フ
エ
ルト
氏
留
任
運
動
を
始
め
る
と
と

も
に、
人
事
問
題
の
民
主
化
、
公
開
を

要
求
す
る
違
動
が
全
学
的
に
拡
ま
った

本社では第六回懸賞小説
からこの錯乱の
図です。今は
けに一口、新鮮
過去五同の募集
前回は入選作なしという
に選者をお願いすること

募集を行います。既成め観念にとらわれず、新しノい視角
D現代にアプローチする新人を登場させるというのがこの企画の慧
「文掌」氾濫の時代であり、また沈滞の時代でもあります。それだ
洋な文掌が要求されています。
には、全国大学謎兄姉からの多叡のご応募をいただきましたが、

低調さでした。今回は昨年同様、井上光購、野聞宏両氏
になりました。請兄姉の力作を期待します。

井 上 光 晴 氏選 考

野 間 宏 氏

◇応募資格 大掌、大学院に在学中のもの(学外内を間わず)
未溌表のものに限る

◇枚 歓400字 詰原稿用紙30枚以内
◇緬 切 日 昭和40年3月末日
◇殉 衰 昭和40年5月下旬 本紙上
◇賞 金 入選(→ 躍)2万 円 佳作5千 円
◇送 り先 京都市左京区吉田京大構内、京都天学新聞社小説

係、(原稿には、住所、氏名、穴学名、学猷 学
年、年令を明記のこと)

なお、版罹は本社に属します。原稿はお返し1ノません。

 

応

募

規

定

一
寓
鵠躍
●器
3鵠
認
鱒

一
騨

;

京 都 大 学 新 聞 社

 

一脚一●oO●・

:
:

,

乙

こ
れ
は
、
ザ
イ
フ
エ
ルト
氏
の
契
約

任
期
が
今
年
度
にお
いて
終
了
す
る

こ
と
を
知
7.た
一教獲
都
学
生
が
、

氏
の
日
頃
け
教授
態度
に、
学
生
に

対
す
る
非
囎
な
熱
意
と誠
笑さ
を
感

じ
と
り
、
ザ
イ
フ
エ
ルト
氏
の
留
任

を
願
う
要
蚕
面
の
署名
活
動
に
発
端

し
て
お
り
、
氏
の
授業
に出
た
人
、

出
て
い
る
人
、
氏
のテ
キ
ス
ト
を
使

った
人
な
ど
の百
六人
の署
名
が
ま

ず
集
め
ら
れ
教積
都独
語
教
整
に
提

出
さ
れ
た
。
こ
の
署名
活
動
を
知
っ

た
同
学
会
では
同間
題
を
蟹
視
し
十

一月
三
日
同
学
内
にザ
イ
フ
エル
ト

聞
題
連
絡
協議
会
を設
け
た
。

人
碩
決
定
に
し
て
もへ
独
語
教
呈
内
の

極
め
て
あ
い
ま
いな
規
則
に
よ
って
な

さ
れ
た
こ
と
が纂
露
さ
れ
、
一方
氏
の

生
国
で
あ
る
西ド
イ
ッの
今
日
に
お
け

る
思
想
統
一政
策
に氏
の
研
究
・蓄
作

活
動
が
抵
触
す
る
こ
とと
も
無
関
係
で

唱は
な
い
と
見
ら
れ西
ド
イ
ツ
政
府
の
政

策
に
教
操
鄭
独
幽教
宰
がこ
れ
は
巻
き

込
ま
れ
る
も
のと
見
ら
れ
る
。

し
か
し
十
二
月
九
日
の
独
語
教
堅
に

お
け
る
署
名
看代
表
、
同
学
会
、
文
掌

部
学
友
会
と独
艶
教
察
と
の
話
し
あ
い

では
、
要
鵯
爵
は
単
に
回
角
形
式
で
教

官達
に知
ら
せ
ら
れ
た
の
み
で
、
何
ら

要
望
粥
に
つ
いて
の
討
議
が
な
さ
れ
て

い
な
いこ
と
が
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た
。

し
かも
後任
に
は
西
ド
イ
ツ
の
激
劇
関

係
の教
授
が
内
疋
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
かり
、
学
生
側
の
意
志
は
令
く
生
か

さ
れ
て
い
な
い
。

改
め
て
編
成
、
強
化
さ
れ
、
学
生会
餌

設
立
符
別
委
員
会
と
し
て
発
足、
こ
の

三
月
か
ら
始
ま
った
代
議
員
選
挙後
、

新
し
く
選
ば
れ
た
代
議
員
に
よ
っ
て寮

サ
ー
ク
ル
、
体
育
会
、
自
治
会な
ど
の

代
衰
か
ら
成
る
特
別
委
が
任
命
され
る

見
込
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
本
紙
十
月
五

日
弩
の
解
脱
に
も
あ
る
よ
う
に
厚生
間

題
に
関
す
る
全
学
的
協
議
機
関
設
雌
が

問
題
と
な
って
い
た
お
り
か
ら
、
岡志

社
型
と
呼
ば
れ
る
学
館
殴
立
闘
争委
の

確
立
と
な
った
も
の
で
、
学
飾
闘争
が

長
期
的
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
事務
的
繁

雑
さ
と
複
雑
さ
が
闘
争
を
沈
滞
せし
め

る
こ
と
、
政
治
闘
争
と
は
独
立
でな
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
の
三
点が
設

立
製
因
と
な
って
い
る
。
当
面
こ
の設

立
特
別
委
が
任
命
さ
れ
る
こ
と
にな
れ

ば
、
教
養
学
餌
、
京
大
会
館
尚題
を
一

手
に
仏き
受
け
、
教
彊
学
館
に関
し
て

は
学
銘
運
営
問
題
、
東
大
会
飴問
題
に

嚢
騨
歎
鍔
鍾

く
こ
と
に
な
り
、
ま
た
A
号
館肇

問

題
は
設
立
特
別
委
と
は
別
個
に闘
争
が

押
し
進
め
ら
れ
て
齢
く
こ
と
が明
ら

か
な
の
で
、
四
十
一年
度
か
ら始
ま
る

学
生
急
増
対
策
と
か
らみ
あ
って
、
学

内
厚
生
施
設
拡
充
闘争
も、
よ
う
や
く

活
発
さ
を
と
り
戻
し
てき
て
いる
。

三
学
部
て
部
長
改
選

京
大
経
済
学
部、
教
宵学
部
、
法
学
部

で
は
こ
の
ほ
ど
任
期満
了
にな
る
学
部

長
の
改
選
を
行な
い、
声
の各
氏
が
当

選
し
た
.

経済
掌
部

堆
本
央太
郎
教
授

教
響学
部

軍
松

俊
明
教
授

法
掌
部

田畑
茂
二郎
教
授

ー

自然欝
安

全

保

障

と
核

実

験

停

止

前
米大
統
領
科
学
補
匠
冒
が
記
し
た
「核
異験

下
要
」論
と
吸
全
保
障
を
め
ぐ
る
軍
縮
へ
の道

米
国
て
見
た
P
S
S
C
物
理
…
江
沢

灘

オ
ス
な
し
で繁
彊
す
る
脊
椎
動
物
・置
・ダ
レ
フ
スキ
イ

國
翻

記…

°。女
性
原
子
科
学
者

」
・
マ
イ
ト
ナ
ー

■
斜

め
向
8
に
歩
こ
う

・・

:
…
…
3
…
ロ
ゲ
ル
ギ
ス
ト

■
姿

勢
を
聞
わ
れ
た
学
術
会
議
鞍
曾
・…
…
・
山
口
省
太
鰯

口

に
お
い
の
化
学

・

:

・:

・…
・…
・…
奥

田

沿

■
量
置
の
竃
疲
鍍
潟
と
そ
の
成
果

…
・・コ
テ
ル

ニ
コ
フ
他

北
海
道

の
冷
望
?
…
…
・柏
農
官

の
気
象
的
特
異
性
に
つ
い
て
ー

機
械
交
明
の
波
は
、
い
ま
、わ
れ
わ
れ
に
残
さ
れ
た
唯
一の

と
り
で
…
"プ
ラ
イ
バ
シ
ー
"
ま
で
も
奪
い
つ
つ
あ
る
!

裸
の
社
会

V.パ ッカード
☆
パ
リ
カ
ード

著
作築
⑤

戸
田
奈
畠
子
・訳

B
6
判
上
製

竃
八
〇
円
・〒
㎜①

☆警作獅

④o②

1灘 桑1
譲を 譲り 譲め 譲

露 諄酵
申人 孚人 甲人

漏々i品 々 翫々 〒

ピ 浪 地
ラ 費 位

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の侵
害
は
小
説
の
世
界
や
有名
人
の

ま
わ
り
だけ
でな
く
、
こ
く
普
通
の
市
民
の生
落
の

申
に
も
目
に
見え
な
い
形
で
ひ
ろ
が
り
つ
つあ
り
、

や
が
て
は
個
人
の自
由
を
も
し
ば
り
か
ね
な
い。
企

業
競
争
、
官
僚組
織
の
中
に
生
τ
て
い
る
人
間蔑
視

の
実
情
を
と
ら
λ、
人
間
回
復
へ
の
展
望
を
試み
る

か
く
れ
た
説
得
者
弧簗

盤

四
八
〇
円
二
90

経
済
理
論
入
門
蛸
㎡
勢
薪
欝

Φ経
涛
循
環
の
理
論
(玉
八
〇
円
)②
流
通
経
済
に
お
け
る
経
済計
圃
と
経
済

均
衛
(
一八
〇
〇円
)③賀
幣
・個
用
・■
民
翫
得
お
よ
び雇
用
(九
〇〇
円
)

経
済
成
長
の
理
論

望・-点
畿

韻

古
典
派
理
論
は
近
代
成
長
翼
禰と
は
無
縁
の
も
の
だ
ろ
うか
。
著
者
は舌
典
派

の
経
済
体
系
が
ど
の
よ
うに
行
動
す
る
か
を
み
、
明
確な
成長
理
論
を
述
べ
る

現
代
の
技
術

解
鮮
猛

闘二゚
肇
闇

音
速
三
倍
機
、レ
ー
ザ
ー
、
人
工
頭
脳
、
ブ
鱒ワ
ズ
マ発
電
な
ど
典
型
的
な
新
製

品
、
碧
技
術
を
と
りあ
げ
な
が
ら
、
現
代
技
術
の
行
方を
探
う
つと
す
る
,

20
世

紀

の
科
学

剤
離
㍊

総
合
的
な
現
代
科学
技
術
史
の
諭
述
と
、
政
冶経
済
と
の
関
連
の
追
求
を
目的

と
し
て
執
筆
。現
代
科
学
の
広
人
な
価答
とド
ラ
マを
展
開
し
た
唯
一のム
。

材

料

革
命

書
多
峯

多
の闘い
闘離

㍊

人
間
形
成
の
原
典

・
名
著
の
完
訳
決
定
版
-

の
大
思
想

田
世
界
思
想
の
真
の
最
高
峰
の
み
を
厳
選

囮
大
作
完
訳
を
根
本
方
針
と
す
る
決
定
版

團
永
く
模
範
と
な
る
正
確
で
乎
明
な
訳
文

囚
学
界
の
最
高
水
準
を
示
す
懇
切
な
解
説

伺
書
架
に
重
量
感
を
も
た
ら
す
豪
華
造
本

★四
六
判
/
三
色
豪叢
美麗
貼
函
入
/
平
均
四
五〇
頁

先
哲
の
息
索
を
ー
I
l
l
-
1
1
1

業
大
総長
大
河
内
一
男

解
説
書
や
ダ
イ
ジ
呂
ス
ト
で
間
に
合
わ
せ
る
風
潮
が
強
い

の
は
困
り
も
の
だ
し
、
そ
れ
を
要
領
よ
く
覚
え
込
む
こ
と

を
教
養
と
思
い
違
え
て
い
る
傾
向
が
あ
る
。
い
き
な
り
原

典
と
取
り
組
む
気
醜
が
ほ
し
い
。
そ
し
て
「自
分
の
頭
」

で
先
哲
の
思
索
の
意
義
を
考
え
る
こ
と
で
あ
る

第
二
回
配
本

・
11
月

30

日
発
売
!

肇
嚢

観
兜

一
'
.
長
谷
部
文
雄
訳

鵬
瓢
郁
刺
窟

晒

卿
脱
ー1亭
高
轟
輔
「資
本
●
の
珊
輪
的響
腐」

'
、
廿

タ

'

資
本
論
-
(第
一部
全
)
資
本
捨胴
2
(第
二
部全
)

ぬ貫
本
蛤一3
(第
三部
上
)
資
塞
絵嗣
4
(第
三
部下
)

こ
ん
な
に
喪
く
襲
し
い

『資
本
論
』
が
発

行
さ
れ
る
の
は
日
本
で
初
め
て
の
こ
と
。

美
し
く
堅
固
な
装
帆
は
、
学
習
者
、
研
究

者
の
愛
蔵
本
と
し
て
長
く
書
架
を
飾
る
に

ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
す
。

こ
れ
を
機
会
に

ま
だ
読
ん
で
い
な
い
人
、
持

o
て
い
な
い

人
は
ぜ
τ
お
備
え
く
だ
さ
い
。

●
金
巻
四
分
需
に
収
録
・舞
月
剛冊
配
本
1

●
カ
タ
ロ
グ
の
こ
請
票は
●
店
ま
た
ば
本
社
へ

誓叢
東翻
塗余
R竪獣

河
出
圭
日
房

酷甕
140円新年号

7縄 燭7

哩宣
ぎ三・一 騨

墜
塁砿

摺
」悶印

1
`

i¶3

劉

な
に
が
日
誘

醐
響

躍

正
競

禽講
騨

鮫
器
馨

働璽
編

 ⑧試
練
の
中
の
佐
藤
内
閥

村

松

剛

憲
菟
条
の鷺
稲
籔

幕
美
綾
穣
能
羅

行

政
改

革
必
要
論

平
和
の
理
念
を
め
ぐ
っ
て

轟囲
曇引塵ヨ

歴 一
一

 

蝋
山

政

道

久

野

収

1

騎四

謬
7
日

堕」
躇猫

醜

毫

葭
頃

新

し

い

世

界

平

和

の

た

め

に

〔
世
界
平
和
推
進
会
議
から
〕桑
田
秀
延
・
堀
江
忠
男
・板
垣
輿
一

科
学
者
の
政
治
的
発
言

林
知
己
夫

日
本
と
世
界
に
お
も
う

足
立

正

日
本
映
画
敗
残
私
記

植
草
圭
之
助

第
三
次
吉
田
内
閣
の
苦
悶

原
敬
吾

「
ク

ロ
ヨ
ン
」
建
設

の
詩

砂
田
二
一二
雄

創
作

鴉
の
宿
は
こ
こ
で
あ
る

今

官

一

「
自
由
」
新
人
賞
入
賞
論
交
発
表

国
民
教
育

の
指
標

高
橋
正
夫

松
川
裁
判
を
め
ぐ

っ
て

土
屋
道
雄

(本
号
掲
載
は
右
の
二氏
で
あ
る
が
入
賞
者
は
外
ヨ氏
。
詳
細
本
誌
)

★
「自
由
」
新
人
賞
(小
説
)
第
二
次
入
選
者
発
表

427
●



(2)(月 躍日)昭和39年(1964)12月7日
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マ
ルク
ス
主
鏡
が
、
い
わ
ば
マ
ル
ク
ス
の
観
体
を
離
れ
て
、
知
識
メ
を

圧
倒的
にと
ら
え
た
と
き
、
「大
衆
」
は
そ
の
思
想
の
な
か
で
二
っ
の
貌

を
持
っ
て
い
たと
考
え
ら
れ
る
。
ひ
と
つ
は
資
本
王
痢
体
制
の
災
体
を
担

う
被
擁
取
者
と
して
のプ
ロレ
契
リ
ア
ー
ト
で
あ
り
、
他
の
ひ
と
つ
は
揮

取
を
(
董
命
V
の
水脈
でと
ら・ヌた
革
向
の
担
い
手
と
し
て
の
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
ー
ト
で
あ
る
。

ト
ロ
ツ
キー
が
つま
づき
、
ス
ター
リ
ン
が
力
を
ふ
る
い、
幾
掲
の
国

で
(
革
命
V
が
変
質
し
て
い
っ
た
のは
、
殆
ん
ど
が
こ
の
大
衆
の
二
つ
の

貌
を
め
ぐ
って
聖
し
た
こ
と
だ
と
再
い切
って
い
いよ
う
に
層
う
。

「大
衆
」を
思
想

と
し

て
把

え

ヘ
へ

そ
の
慰
想
が
実
左
と
し
て
の搾
取
を
発

見
し
た
と
い
う
こと
は
何
も
の
にた
ぐ

ひ

う
べ
く
も
な
く
鷲倒
的
な
こと
であ
っ

た
。
こ
う
い
う
とき
に
こそ
、
す
ぐ
れ

た
思
想
は
ど
ん
な現
実よ
りも
現
実
的

だ
と
い
う
一句
は
ある
の
だが
、
つま

づ
き
は
、
ひ
と
つ
の思
想
が
提
示
し
た

も
の
亭
、
思
想
を超
越
し
たあ
りゆ
る

ヘ
へ

実
在
と
し
一蔓
けと
っ
た
こと
にあ
っ

た
。
プ
ロ
レ
タ
リア
ー
ト
をめ
ぐ
って

擁
取
の
冥
在
と
い
う
こと
が
あ
ら
ゆ

る
(資
杢
ナ義
的)
現
実
を席
樽
す
る

力
を
拓
っ
た
が
故
に
、
革
命
の担
い手

と
し
て
の
プ
ロ
レタ
リ
ア
ー
ト
な
る
も

の
が
、
い
わ
ば
地
す
べ
り的
に
擁
取
と

ヘ
ヘ
へ

同
じ
秤
の
翼
在
と感
じ
ら
れて
く
る
の

を
ど
の
よ
う
に
も阻
止
でき
な
か
った

の
で
あ
る
。
実
在と
し
て
の搾
取
登
、小

す
も
の
は
圧
倒
的
に
醐悪
な
現
実
で
あ

る
と
し
て
、
さ
て、
そ
こ
にプ
ロレ
タ

丑
ア
ー
ト
を
媒介
さ
せる
と
、
そ
れ
は

た
ち
ま
ち
に
光
輝
覧
允ち
る
(尊
而V

の
実
在
と
し
て
講
え
られ
た
と
いう
具

合
な
の
で
あ
っ
た。

と
う
い
う
こ
と
は、
棉
人
に
宿
る
思

想
な
る
も
の
が
大
衆
の存
在
に
ぶ
っ
か

った
と
き
ど
う
し
て
も
避け
え
な
か
っ

た
痛
恨
事
な
の
だ
ろ
う
が、
今
と
な
っ

て
は
、
こ
ん
な
も
のは
ど
んな
視
界
か

ら
も
櫓脚い
は
ら
っ
て
しま
う必
要
が
あ

る
。
そ
こ
で
は
、
大
衆
の存
冴
に
ぶ
つ

か
った
挙
句
(
革
命
Vは
大
衆
の
存
在

に
対
す
る
理
念
と
し
て
の役
割
し
か
粟

し
て
い
な
い
こ
と
を気
づき
よ
う
も
な

か
った
。
大
衆
の
存
在
から
革
命は
地

す
ぺ
り
的
に
実
在
と
さ
れ、
革
命
は
観

念
化
さ
れ
る
し
かな
か
っ
た
のだ
。
そ

ζ
に
は
、
革
命
が
冥
石
であ
る
と
し
て

も
、
そ
の
実
在
を思
想
に
築き
あ
げ
る

と
は
何
か
を
洞
察
す
る
ど
のよ
う
な
力

も
な
か
った
。
革
命
の
実
.仕
が嵯
ざ
か

れ
ば
、
抑
取
の
実
在
に
よ
り
所を
見
出

レ
㌦
そ
こ
で
革
命
の
実
在
の夢
(革
爾

の
夢
で
は
な
い
/
)
を
織り
、
な
け
な

し
の
革
命
的
昂
揚
に
充
ち
れ
は、
今
べ

て
は
革
命
の
実
在
そ
の
も
のと
化
し
、

訪
つ
れ
て
い
る
昂
揚
の
裏
(い
や表
に

も
)
に
は
搾
取
の
実
往と
い
う
(資
本

主
哲
的
現
実
の
あ
る
こ
と
は
た
弔
す

く
忘
れ
ら
れ
た
。
言
って
み
れ
は
、
こ

れ
は
大
衆
の
存
在
A↓
董
命
の
観
念
化

と
い
う
単
純
な
(肉
体
的
)
牲
衡
運
動

に
し
か
す
き
ぬ
の
だ
。
こ
う
い
う
う
地

点
に
こ
そ
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
い
た
の
で

あ
って
彼
は
「菟
命
の
祖
国
、
ソ
ヴ
イヘヘ

工卜
」
な
る
口
説
を
「穴
衆
」
の
災
在

に
か
え
て
切
り
施
り
で
き
た
の
だ
っ
た

9

,6

曹,,8

問
題
は
、
実
在

と
し
て
の
大
衆

評

と
革
命
の
観
念
の
く
ぐ
つ
と
し
て
の
大

衆
(
理
念
)
と
に
あ

っ
た
。
大
衆
の
存
在

=曹;

ニニ
篭
一=
=ニ
7:

一ニ
ニ

三
二囮:・

「応
1

」の思想
ダ
ン
ス
や
ニ
ヒリ
ズ
ム
に屈
レ
な
いほ

ど
に
(
葦
命
V
が
強
くま
と
い
っ
いて

い
る
か
ど
う
か
、
完
ず問
う
てみ
る
必

要
が
あ
る
の
だ
。
こ
こ
で、
(
葦
命
V

が
強
く
ま
と
い
っ
い
て
な
い
と
す
れ
は

.ど
う
な
る
か
。
例
え
ば
、
「思
想
の
糾

学
」
の
多
元
主
輔な
る
も
の
が
あ
る
と

し
て
、
そ
の
多
元
と
は
大
衆
の
存
在
を

め
ぐ
って
(革
命
V
が
ゆ
る
く
拡
散
し

て
ゆ
く
過
程
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
近
作
「俳
優
修
業
」
で
近
松

門
左
衛
門
の
「誰
笑
皮
膜
論
」
に
批
評

の梅
能
を
託そ
う
と
し
て
いる
花
田
洞

輝は
大
衆
に
つ
いて
喋

で々
き
て
も
、

す
で
に
革
命
に
つ
いて
の
思
考
の
モ
チ

ー
フ
を見
失な
って
いる
と
み
る
こ
と

が
でき
る
。総
し
て
、
こ
れ
ら
は
革
命

を
観念
化す
る
こと
に
よ
って
知
織
人

に円
戸
を
張
って
き
た
共
産
覚
の
解
体

と見
合
って
いる
にち
が
いな
い。

だ
が
、
思
想
が
大
衆
の
存舟
にぶ
つ

か
っ
た
とき
必
ず帯
びる
(並
的
Vの

相
を見
つ
め
て手
離
な
さ
ぬ
こ
と
に
よ

っ
て、
ど
のよ
う
な
く革
命
Vの
拡
散

も
革
命
の槻
念
化を
も
し
り
ぞ
け
る
こ

と
が
でき
る
筈
だ
。
も
と
よ
り
、
し
の

び
こ
むデ
カ
ダ
ン
ス
や
ニヒ
リ
ズ
ム
に

一,
一=
一三一一
・
一一曽一.=
一

三
一.一

との 「内 観」

「外 観」について

行敏村

一゚一唱=7

:二三㌔一一一一
・

に
ぶ
っか
り
、
そ
れ
を
笑在
と
し
て
把

握
す
る
と
い
う
ど
の
よ
うな
思
想
の
筥

な
み
を
も
放
棄
し
た
まま
、
大
衆
の
存

在
を
革
命
の
親
念
化
に
のみ
託
し
た
の

で
あ
る
。
今
、
ひ
と
っ
の思
想
が
大
衆

の
存
冶
に
壌
向
か
ら
ぶ
つ
かる
と
き
、

必
ず
(
苺
命
V
の
相
を
帯
びる
と
し
て

そ
の
相
を
何
ち
に
観
念
化す
る
こ
と

は
許
さ
れ
て
は
い
ぬ
。
大
衆の
存
右
に

ぶ
つ
か
った
と
き
、
し
の
び
こむ
デ
カ

そ

月

三
三・一一"…
:
三
三
三己=,
二"=三
一一一モ;
一剥

屈
す
る
こ
と
な
く
であ
る
。
そ
し
て
、

わ
た
し
の
考
え
で
は
、
これ
こ
七
「
自

▽
」
の
根
斡
に
他
な
ら
な
い
。
こ
こ
で

は
「自
立
」
は
帯
び
た
(
革
命
Vの
相

を
一見
す
る
と
自
己
か
ら
疎
外す
る
よ

う
に
働
b
く
の
で
あ
っ
て
、
それ
は
と

り
も
な
お
さ
ず
、
ぶ
っ
か
っ
た
大
衆
の

ヘ
へ

存
圧
を
冥
在
と
し
て
把
握
し
よう
と
す

る
方
同
に
進
む
の
で
あ
る
。

古
本
隆
明
は
「日
本
の
く
ナ
ソ
ヨナ

リ
ズ
ム
V
」
の
な
か
で
轡
い
て
い
る
。

(し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
プ
ラ
グ
マ
チ

ズ
ム
の
マ
ク
シ
ム
が
灰
認
さ
れ
る
た
め

に
は
、
ふ
た
っ
の
前
提
が
い
る
。
ひ
と

っは
「盛
く
」
と
い
う
こ
と
と
「話
す

」と
いう
こと
と
を
同
一の
レ
ベル
に

あ
る
と
見
倣
す
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に

も
う
ひと
つは
「大
衆
」
と
いう
概
念

を
、
マ
ス
・
コミ
ユ
ニケ
ー
シ
ョン
下

に
み
ず
か
ら
常場
す
る
「知
的
大
衆
」

と
同
一に
みな
し
、
…・・知
識人
にち

か
づ
く
方
向
を
高
次
に
あ
る
も
の
と
見

な
す
こ
と
で
あ
る
。
わ
た
し
は
「大
衆

」
を
そ
う
い
う
も
の
と
し
て
捉
え
る
こ

と
を
反
対
す
る
。
「大
衆
」
は
依
黙
と

し
て
、
常
住
的
に
「晒
す
」
か
ら
「生

活
す
る
」
(行
為
す
る
)
と
い
う
過
程

に
か
え
る
も
の
と
し
て
か
ん
が
え
る
。

・・
(中
陥
)
・か
く
し
て
「大
衆
」
の

原
イ
メ
コ
シ
は
、
け
っし
て
マ
ス
・コ

[

ミ
下
に
瞥
場
し
な
い
「マ
ス
」
そ
の
も

の
を
さ
す
V

㌦

こ
こ
に
は
、
「
書

く
」
知
識
人
で

・

川齢

.

.

.

あ
る
目
身
が
、
常
住
的
に
「生
活
」

レ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
へ
の
深
い洞

察
が
あ
る
。
こ
の
洞
察
こ
そ
が
、
ぷ
っ

ヘ
へ

か
った
大
衆
の
存
在
を
冥
在
と
し
て
措

定
し
う
る
根
拠
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
占

本
が
「臼駐
師
に
と
っ
て
実
と
はな
に

か
」
で
人
間
に
と
っ
て
の
表出
ー1表
現

を
椴
い
つ
め
る
過程
で得
た
も
の
にち

が
い
な
い
が、
一方、
大
衆
の存
在
に

ぶ
っ
か
り、
そ
れ
を
革
命
の
観
念
化
の

く
ぐ
っ
とし
て
き
た
「擬
」
居
想
への

全
否
定
を吉
室
が
常
に
発
想
の
根
底
に

秘
め
て
いる
故
で
も
あ
ろ
う
。
と
も
あ

れ
、
吉本
の思
想
は
大
衆
の
存
在
と
ぶ

ヘ
へ

つ
か
り、
大
衆
を
実
在
目
体
と
し
て
把

梶
する
よ
う
に
動
い
た
の
で
あ
る
。
む

ろ
ん、
人
は
慰
想
と
し
て
実
在
を
ど
の

よ
う
に
摺握
で
き
る
か
と
い
う
間
題
が

残
りは
す
る
が
、
窃
本
は
「わ
た
し
た

ち
目体
のな
か
に
あ
る
生
沽
体
験
と
居

超
体験
を、
いわ
ば
「内
幌
」
す
る
こ

と
」
で、
そ
れ
を
超
え
た
。
吉
本
は
大

衆
と
ぷ
っか
った
所
で
帯
び
る
(
革
命

V
の相
が
強
いて
く
る
(
革
命
V
の
観

念
化
を
し
り
ぞ
け
(逆
に
坦
い
つ
め
)

大
衆
の
異
石
に
思
想
と
し
て
見
事
に

触
知
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。
こ
の

こ
と
に
よ
って
、
吉
本
は
、
大
衆
の
存

在
小
↓
革
命
の
観
念
化
と
い
う
か
つ
て

の
往
復
運
勤
を
完
ぺ
き
に
粉
砕
し
、
大

衆
の
存
血
に
ど
の
よ
う
な
革
命
の
観
念

化
を
も
託
す
る
道
を
と
ざ
し
た
と
萄
え

る。
こ
こ
で
は
、
そ
の
逡
成
の
具
体
に

っ
いて
は
触
れ
ぬ
が
、
占
述
の
場
合
、

大
衆
を実
社
と
し
て
把
握
し
よ
う
と
し

た
こと
が
、
い
わ
ば
必
然
的
に
ナ
ソ
ヨ

鴇
,塞,,
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〈ど
の
よ
う
に
闘
っ
て
来
た
か
〉

今
年
春
の
闘
争
は
、
西
寮
・¥
治
貰
の
防
衛
と
熊野

五
〇
Q
人
自
治
寮
を
獲
得
し
、
西
部
学
生
会
館
建
設
の

計
画
を
前
進
さ
せ
る
な
ど
、
様
々
な
課
題
を
掲
げ
て
闘

か
った
。

こ
の
闘
いは
、
自
治
会
等
と
箏秋
側

のボ
ス
交
と
し
て
で
は
な
く
、
寮
生
の

直
接
的
な
闘
争
から
教
盤
を
中
心
と
し

た
全学
生
の大
衆
的
闘
争
と
し
て
闘
わ

れ
、ま
た
、
従
米
の
膠あ
ら
ゆ
る
嬰
求

を
か
かげ
(掲
げ
る
だ
け
)
召
、
りも

のと
り
圭
輔的
な
白新
し
い施
設
、
機

利
を獲
得
す
る
反
固
、
自
治
梶
を
中
心

大
学
に
よ
って
示
さ
れ
た
"長
期
建
設
プ
ラ
ン
曙
は

大
宇
生
急
増
-
研
究
整
増
築
の
た
め
、
厚
生
施
設
の
徹

廃
プ
ラ
ン
は
あ
って
も
、
こ
れ
に
代
る
。
拡
充
す
る
建

齪
ゾ
ラ
ン
を
も
た
な
い
も
の
で
あ
った
。
高
展
成
長

ー
大
企
業
化
の
中
で
理
丁
系
字
生
急
増
と
、
大
字
の

大企
業
の為
の研
究
寵
化
が
、
と
り
わ
け
地
域
産
策
開

発政
策
に
よ
って
虚
行
し
一力
、
学
生
自
治
会
沽
動
が

否
疋
され
(ポ
ポ
ロ座
判
決
)
、
寮
自
治
が
旧
寮
を
新

寮
に切
り
か
える
囚
で
バク
鷺
さ
れ
(爪都
工
繊
大
)

サ
ー
ク
ル
活
勤す
ら
保
騨
さ
れ
な
い
、
掌
生
管
理
権
の

な
い
掌
鋸
が
建
てら
れ
(阪大
)学
館
建
設
要
求
が
、

地
方
ボ
ス
と
大
ネ
の
紬
合
の
場所
、
大
掌
会
館
と
い
う

形
て
わ
い
曲
さ
れ
(広
大
)
る
な
ど、
新
た
な
教
訂

一

響

嚇

③
A
号
鯛
地
下
学
生
控
竪
をわ
れ
Oれ
のも
のと
し

て
如
穿
度予
算
で獲
得
す
る。

④
熊
野
五
〇
〇
人
寮
の
]至
と
.虹衛
寮
の防
衛
。
二

〇
〇
Q
人
寮
の
獲
得
。

⑤
自
衛
隊
に
よ
ら
な
い
等
宿
ヴ
フ
ンド
の
完
峨と
宇

治
寮
の
修
字
院
款
寮
移
躯
。

⑥
工
教
の
施
設
改
善
。

⑦
こ
れ
ら
の
上
に
、
大
寧
の
障
生
飽
設
長
期
娯
設
プ

ラ
ン
の
婆
求
。

〈ど
の
よ
う
に
闘
っ
て
い
く
の
か
V

は
じ
め
の
ωで
確
訳
さ
れ
た
、
大
∵
醐
の
貞
任
あ
る

隊
生
問
題
担
当
機
関
に
つ
い
て
は
十
二
月
二
日
の
総
長

団
交
の際
、
字
生
部
畏
を
長
と
し
、
各
学
都
教
授
一名

厚
生
施
設
の
拡
充
と
中
教
審

全
面
反
動
に
対
決
す
る
闘

と
し
た
既
得
擢
利
を
売
り
渡
す
闘
い
で
は
な
く
、
自
繍

縦
・
設
計
擢
獲
得
を
含
む
闘
いで
あ
った
と
い
っ、う

の主
妥
な
筋
色
をも
った
。

一方
こ
の
闘
いの
中
で
組
餓
的
な
次
の
二
尺
が
碑
認

さ
れ
た
。
つ
ま
り

Φ
学
生
の
要
求
を
冥
現
し
て
ゆ
く
べ
き
字
肇
部
長
が

学
囚で
の
樫
限
を
も
た
な
い
現
る
、
逝
任
あ
る
機
関
を

学
校
側
に
要
求
す
る
こ
と
。

②
わ
れ
わ
れ
の
要
求
を
全
学
化
し
、
闘
い
の
分
散
を

防
ぐ
た
め
、
同
学
会
、
各
自
治
会
、
寮
、
サー
ク
ル、

生
協
、
そ
し
て
と
り
わ
け
体
脅
会
と
の
A闘
をよ
り
嘱

化
す
る
共
闘
組
織
を
っ
く
る
こ
と
。
で
ある
。

〈何
を
闘
い
と
る
の
か
〉

反
動
が
也
展
し
て
い
る
。
こ
の中
で、
わ
れ
わ
れ
の回

い
は
、
癒
設
獲
得
か
ら
同
治
権
の
防衡
・拡
大
働
争
へ

水
光
費
不
払
等
受
益
者負
担
の際
則
に
対す
る
、
ま
た

新た
な
大
字
支
配
を
阻止
す
る
闘
い
へ発
展
さ
せ
鳳け

れ
ばな
らな
い
。

具
体
的な
闘
争
㈱
題
海次
のよ
う
に
殴
定
す
る
頭
が

でき
る
だろ
う。

①
教
讃
自
治会
な
どサ
ー
ク
ル
B
O
X
を
含
む
、
争

生
曾理
の
教殻
学
生
会
飼
の敷
地
を
新
稠
館
跡
に
決
定

し、
学餌
予
算
を四
十
一年
度
で
獲
得
す
る
。

②七
十
周
年配
念
の
京
大
会
館
と
し
て
、
文
化
サ
ー

ク
ル
BO
X
中
心
の
学
館
と
体
育
サ
ー
ク
ル
施
殺
の
体

育
餌
そ
れ
ぞれ
を建
設
す
る。

一
゜
響
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一
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一,

れ
わ
れ
の要
求
が
よ
り
広
緬
に
鼠り
、
掌
校
の
無
謀
な

建
設プ
ラ
ン
そ
の
も
の
に
肉
迫
し
、
と
り
わ
け
、
巧
妙

な
反
助
計
圏
に対
決
し
て
行
く
に
は
、
体
育
会
を
も
含

む所
の
履年
対
協
8
(学
内
障
生
間
礪
対
策
協
議
会
)

の
再
建
強
化
が必
益の
も
の
で
あ
る
。

12
月
2
日
の団
交
後
、
こ
の
掌
対
協
問
題
は
前
避
を

見
、
各
自
治
会、
文
連
(文
化
サ
ー
ク
ル
連
合
腿
仮

称
)
、
工
婁
教員
養
成
所
簿
を
代
表
す
る
同
学
会
、
大

学
院
生
協
議
会、
宇
治
嘱
吉
田
、
女
子
の
各
寮
、
生
協

そ
し
て
体
脅
会
の
五
誉
で
構
成
す
る
事
が
確
認
さ
れ

た
。
こ
の
掌
対
協
の下
に実
際
の闘
争
機
関
で
あ
る
"

常
任
委
員
会
百
を
も
うけ
、
いわ
は、
全学
生
を
代
表

し
て
交
渉
に
当
っ
て
行き
、そ
の構
成
は
、
主
要
な
当

事
者
を中
心
に粗
ん
で行
き
た
い
。

教
育

わ
い
を
!

俣

昌

道

で
構旗
し
、
庶
務
・註
避
・励
設
の
各
部
長
が
出
席
の

轟務
をも
つ
騨協
議
銭
`
を
正
式
に
組
織
す
る
と
提
一小

が
あ
った
。
この
協
罐
会
の
決
定
が
、
学
内
で
ど
う
い

つ位
罎
を
占
る
の
か
が
明
ら
か
に
な
ら
な
い
以
上
、
従

来
の掌
生
委
員
会
同
様
あ
て
に
な
ら
な
い
も
の
だ
が
、

現
在
の
所
一応
の
削
雌
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

こ
の掌
校
側
の
慰
口
の
一本
化
に
対
し
、
わ
れ
わ
れ

の組
織
の
強
化
が
と
り
わ
け
重
要
と
な
って
来
た
。
従

来
た
と
え
ば寮
生
の
畏
求
は
、
寮
生
だ
け
の
問
題
と
し

て
紅
視
さ
れ
、
あ
る
いは
、
宇
治
グ
ラ
ン
ド
の
嬉
設
と

宇
治
寮
防
衛
、
体
育
会
独
自
の
体
脅
施
殺
要
求
と
、
京

大
会
鋸
等
亙、
さ
ま
ざ
ま
な
嶽
で
利
胃
が
対
立
し
て
い

る
と
さ
れ
、
学
校
側
に
い
い
口
冥
を
与
え
て
来
た
。
わ

鴛曽

学
校側
の
9協
踊会
御と
我
々
の
,字

対
協
醒
の
第
一
同合
問
協
議
会
を
こ
の
米

週
は
じ
め
に招
集レ
、当
面
の課
願
に
つ

い
て
総
合
的
に
罰
論
し
て
行
きた
いが
我

々
の
側
の
組
織
的
以
ナ
に運
勒
の
た
ち
遅

れ
を
ど
う
齢
決
し
て
行
く
か
が
今
種
の課

悶
で
ある
。

昨
年
の
杁
、
全
圏
的
に
、
と
り
わけ
.久

保
闘
争
も
繕
験
し
て
い
な
い
ほ
ど
の
地
方
大
学
を含
め

て
、
授
柔
料
領
上
げ
阻
止
闘
争
か
ら
与
餌
闘
争
が闘
か

わ
れ
新
た
な
掌
生
運
動
の
、
こ
の
原
潜
阻
止
闘
争
の
全

国
的
な
高
揚
と
鯖
合
し
た
通
動
の
展開
が
あ
っ
た
。我

の々
春
の
闘
い
は
、
こ
の
闘
鎖
の
端
緒
に
あ
っ
た
。我

は々
こ
の
学
対
協
の
下
に
傘
学
生
を
組
織
化
し
、
な
に

よ
りも
、
ク
ラ
ス
前
繭
の
深
化
、
寮
班
会
髄
の
強
化
か

ら
、
サ
ー
ク
ル
討
繭
↓
文
連
の
納
成
の
中
で
、
強
固
な

窯
志
統
一を
勝
ち
取
り
、
我
々
の
固
い
の
V
ち
遅れ

を
回
榎
す
る
と
間
財
に
、
一隅
の
剛
鵡
を
は
か
り
た

い。

(京
大
法
二
q掌
対
協
準
備
会
蹴
長)

O,8 1"l
oo

ナ
ジ
ズ
ム
を
た
ど
っ
た
こと
だ
け
は
指

摘
し
て
お
か
ね
ばな
らな
い。
そ
れ
を

必
然
に
し
た
も
のは
、
占
本
にお
け
る

「自
立
」
の
基
盤
で
あろ
う。
つま
り

、
私
の
昌
葉
にな
お
せ
は、
大
衆
の
仔

在
に
ぶ
つ
か
っ
て
帯
びた
(革
命
Vの

相
を
占
本
が
決
し
て手
離
さ
な
か
った

結
果
c
あ
や
、

と
こ
ろ
C
、
占
小は
箭
び
九
(転
命

一
冒一
願
曹

し
、
「外
観
す
る
」
こ
と
は
、
大
衆
の

存
在
を
革
命
の
観
念
化
に
託
し
て
し
ま

った
こ
と
へ
の
霞
任
の
退
水と
な
っ
て

先
ず
発
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
.
「現代

史
の
視
点
」一巻
を
貫
ぬ
く
王
団
を
「私

の
中
の
も
う
一っ
の
貌
を
徹
底的
に

由
定
し
、
古
疋
し
っ
づ
け
、
そ
の
あげ

く
、
自
分
の
仕
事
と
生
活
に
いそ
し
ん

で
い
る
姿
が
、
そ
っく
り
そ
の
ま
ま
で

助

 

と
に
朱
豚
し
たた
め
、
侵
略
戦
争
を
阻

止
する
こ
と
が
で
き
な
か
った
と
い
う

厳
然
た
る
歴
史
的
獅
笑
に
こ
そ
薪
る
。

し
かも
、
日
共
の
こ
の
よ
う
な
大
衆
か

ら
の孤
ヱ
化
コ匹
ス
の
な
か
に
、
昭
和

八
隼
の大
肱向
を
生
み
出
す
前
提
条
件

は
あ
った
の
で
あ
る
。
V
(戦
後
★
任

論
)

事
を
増
田
靖
弘
の
よ
う
に
「慰
想
的
で

あ
る
よ
り
は
多
く
政治
的
であ
り
状
況

論
的
で
あ
る
〕
と
眩
視
し
た
り、
村
上

一郎
の
よ
う
に
「彼
に
おけ
る
す
ぐ
れ

た
ジ
ャ
ア
ナ
」
ス
ト
を
発
見
す
る
」

(以
上
「課
仮
批評
」
第
一号
)
と
か

臼
♪て
は
な
ら
ぬ
と
慰
う
、
こ
れ
ら
の

d
U
は
、
宍
戸
が
詣
本
と皮
対
に
撤頭

徹
尾
「外
観
」
し
九
こ
と
を
根
底
に
お

思
想
と
し
て
の
"搾
取
"

V
の
相を
「囚親
す
る
」
こ
と
で
穴
衆

の
冥る
に触
知
し
え
た
と
いえ
る
が
、

一力、
これ
を
いわ
は
「外
観
す
る
」

こ
と
も
決し
て
過
少
視
し
て
は
な
ら
ぬ

の
で
ある
。
宍
戸
恭
一が
「現
代
史
の

視
点
」
一巻
に
盟
り
こ
んだ
も
の
は
、

こ
れ
を
「外
観
す
る
」
こと
に
雌
なら

な
い
。
そ
し
て、
「内観
」
が大
衆
の

実
在
を
把
握
す
る
こ
と
へ
進
む
の
に対
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実
在
と
し
て
の
"プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ド

角
肢
を
か
え
て
み
れ
ば
括
抗
の姿
そ
の

も
の
で
あ
る
こ
と
」
と
い
う
(三
好十

郎
の
)
言
に
肖
な
る
「自
己
史
」
にあ

る
と
す
れ
ぱ
、
そ
の
壮
烈
な
朗
婆
と
い

う
べ
き
責
任
論
の
成
y
は
こ
の
「外

観
」
に
お
い
て
他
は
な
い
。

(日
共
の
最
大
の
戦
争
縦
任
は
、
こ
の

よ
う
に
反
体
制
運
動
の
工
不
ル
キー
に

な
り
得
る
可
能
性
の
芽
を
組
織
す
る
こ

宍
戸
の
責
任
追

求
は
、
日
共
ρ

存
在
を
鞭大
の担
標
と
し
、
「産
別
民

同
」
、
「左
翼」
歴
史
家、
学
生
運

動
、
「進
歩的
」知
識
人
と
執
拗
に
続

け
ら
れ
る
。
わ
たし
は
、
これ
ら
の仕

ち
な
お
り
は
全
学
連
再
蝿
と
し
て
納
実

しそ
う
にみ
え
る
。

労働
者
階
級
の
な
か
で
も
政
治
的
な

覚
醒は
めざ
ま
し
く
、
行
傾
化
し
た
指

導
恥
を
一定
程
度
傾
化
さ
せ
、
民
同
総

評は
次期
嵜
港
時
に
「政
治
ス
ト
」

「災力
阻
止
」
を、
指
令
せ
ざ
る
を
え

な
くな
って
い
る。
社
青
岡
労
働
者
の

戦
闘
的街
頭
デ
モ
は
東
京
で
横
須
賀
で

「全
字連
」
と
"同
等
β
の
評
価
を
受

け
て
い
るよ
う
だ
。
も
共
11
代

木々
だ

け
は
中
ソ論
争
のあ
お
り
に
よ
る
覚
内

分
裂
で
勤
員力
が
激
減
し
て
いる
、
と

い
つ
見
方
も
あり
、
そ
れ
は
事
笑
の
よ

う
て
凄
Φ。…

三
…

わ
れ
われ
は
いま
この
よ
う
な
"客

観
分析
6を
ど
の地
肖
か
ら
な
し
て
い

る
の
か
。
こ
の闘
争
の
遺
程
で
動
員
娘

か
ら
い
っ
て多
く
て
二百
人
(神
戸
領

購
館
デ
モ)
府
学
運
統
一行
勤
に
は
せ

い
ぜ
い
五+
人程
度
し
か
参
加
せ
ず
、

そ
れ
で
も今
目
のデ
モは
行
こ
う
か
、

よそ
う
かと
迷
い、
"よ
し
た
`
方
の

多
か
っ
た
"学
友
σ
の
立
場
か
ら
で
あ

る
。安
保
以
後も
っと
も
戦
闘
的
に
原

現
在
、
教
羨
郎
、
同
学
会
役
風
の
選

挙
が行
な
わ
れ
て
、
ど
の
醐
流
も
が
、

サ
ー
ク
ルと
研
究
会
の
犠
帽
に
よ
る
5

近代
化
イ
デ
オ
ロギ
ー
"
か
ら
の
意
識

の
,覚
醒
6
を
敵
策
と
し
て
よ
び
か
け

て
いる
。
し
か
し
そ
れ
は
安
易
な
政
治

闘
争
瑠
兀主
朔
に
利
用
さ
れ
て
は
な
ら

な
いし
、
あ
く
ま
で
も
イ
ン
テ
」
ゲ
ン

チ
ア
固
有
の
思
想
形
成
の
場
、
思
想
運

動と
し
て
自
立
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い。
履ナ
シ
ョナ
リ
ズ
ム
6
な
ど
と
い

う
のは
イ
デ
オ
ロギ
ー
で
は
な
く
何
よ

りも
自
己
の意
識
蝦
遣
の
問
題
な
の

だ。
お
そ
ら
く
わ
れ
わ
れ
の
逼
ま
ら
れ

て
いる
根
底
的
な
課
題
は
、
掌
生
運
動

がイ
デ
オ
ロギ
ー
正
入
と
以
治
的
覚
醒

に
よ
って
蟹
開さ
れ
る
と
い
う
古
典
的

図
式
の
転倒
に
ある
は
ず
で
あ
る
。

ま
た学
囚闘
頓
の
肖
開
と
い
う
こ
と

が
いわ
れ
て
いる
。
単
納
に
そ
の
水
棚

を
望
むと
い
って
お
いて
も
よ
い
が
、

し
かし
そ
のも
っ思
想
甘
は
よ
り
根
底

的
であ
る
。大
冒
法
闘
争
の
鯉総
枯
`

では
全大
字
人
の艇
制
近
代
主
磯
が
終

階
し
た
こと
が明
ら
か
に
な
った
。
だ

が
そ
れ
を
明
り
か
に
し
た
わ
れ
わ
れ
の

9近
代
主
域

鮪
とは
何
か
。わ
れ
わ
れ

は
学
囚
闘
孕
の過
程
で常
に
こ
のよ
う

な
疑
問
を
提
出
せ
ざる
をえ
な
く
な
る

し
、
よ
り
自
己
の愈
識
の下
降
を追
ま

ら
れ
る
は
ず
であ
る
。
「イ
ンテ
リ
ゲ

ン
チ
ア
醐
眉
」
の諜
題
と
は
この
過
程

に
お
い
て
顕
化
され
て
く
る
も
の
だ
。

安
保
闘
争
はそ
の
全階
級
的
規
模
に

わ
た
る
激
動
の故
に
〈革
命
〉が
問
題

と
な
っ
た
。
しか
し
〈革
命
〉
が
よ
り

根
源
的
に
疑
わ
れ
た
の
も
こ
の敗
北
の

も
た
ら
し
た
も
の
であ
っ
た
。そ
し
て

よ
り
距
っ
た
も
の
だ
け
が
〈
波
の
ド
〉

に
沈
ん
で
い
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た

か
。わ

れ
わ
れ
は
今
春
か
ら
「¥
生運
動

の
転
換
」
と
し
て
模
.繁
を
っ
づ
け
てき

た
。
そ
れ
は
闘
か
っ
て
き
た
d
れ
そ
も

対
訳
化
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。そ
し
て

つ
か
ん
だ
核
は
ま
だ
虚
弱
だ
と
は
い

え
、
よ
り
強
關
な
こ
と
は
自
負
で
き
る

と
思
う
。
身激
動
期
`
を
ま
え
に
あ
え

て
、
紙
上
で
間
闘
提
起を
し
て
お
く
。

紙
数
の
関
係
で
桝
雑
な
展開
を
お
わ
び

し
た
い
。

の
席
捲

匠 }o

学園評論
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「転
換
」
論
の
模
索

イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ア
運
動
へ
脱
出

…
剛…

さ
る
十
一月
十
二
日
のア
メ
リ
カ
原

子
力
濯
水
艦
の
第
一同佐
也保
寄
港
以

後
、
政
府
は
第
二
同
目
の讃
課
を彼
等

の
7政
治
的
判
断
`
か
ら
見合
わ
せ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
さ
る
三日

の
日
鱒
会
談
の
葛
開
に
み
られ
る
よ
う

に
へ
佐
藤
内
閣
登
場
後
の政
治
檎
勢
は

こ
ん
ご
ま
す
ま
す
帝国
王
義的
方
向
を

強
め
て
流
動
化
を
塁
する
も
のと
予
測

さ
れ
る
。

佐
籐
内
閣
の
方向
を要
約
す
る
と
、

お
よ
そ
次
の
よ
う
にな
る
だ
ろ
う
。

第
一点
は
藁
雨
ア
ジア
檎
勢
の緊
迫

化
、
中
国
の
核
笑
験
など
国
際
的
な
流

動
化
に
お
ける
わが
国
の外
交
政
策
で

あ
り
、
そ
の中
心環
は
日
米
軍
事
同
盟

下
の
自
衛隊
拡
充
、
原
潜
審
港
に
よ
る

問
盟
の
強化
、
国
連
軍
建
設
への
讃
意

と
な
っ
てあ
ら
わ
れ
て
いる
。
日
韓
会

談
の再
開
は
、
ζ
づし
た
同
盟
強
化
の

な
か
に
おけ
る
日
本
独
占
資
本
の
政
治

的
、
経
済
的
な
後
薩
地
域
進出
の突
破

n
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

第
二
点
に
国
内
政
簸
と
し
て
は
,ひ

ず
み
是
正
`
と
℃
つス
ロ
↓
〃ン
の
も

と
に
、
経
済
構
遣
の
矛
盾
を
企業
合
理

化
の
推
進
、
中
小
企
業
切
り
す
てと
い

う
一遅
の
近
代
化
政
策
が
引
き
つ
づ
き

進
行
す
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
国
民
の中

に
お
け
る
こ
れ
ら
へ
の
不
疑
を
「総合

的
社
会
経
済
政
簡
」
と
し
て
政
治的
、

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
解
決
し
て
い
こ'つ

と
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
方
向
の政
治

的
プ
ラ
ン
と
し
て
憲
法
改
悪
、徴
兵
制

施
行
、
小選
挙
区
法
な
ど
がう
ち
だ
さ

れ
て
く
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る。

さ
て
わ
れ
わ
れ
は
佐
藤内
閣
の
方
向

を
こ
の
よ
う
に
予
測
し
つ
つ
も
、今
秋

の
闘
か
い
を
跡
づ
け
て
お
か
な
け
れば

な
ら
な
い
。2

二
…

原
満
雷
港
と
い
う
事
態
が示
すも
の

は
、
.七
れ
が
将
来
の
日
本
の
核武
装
化

と
日
米
安
保
体
制
強
化
の
突
破
口
とな

り
う
る
た
め
に
、
そ
れ
に
対
す
る
遡
勤

は
既
に
「憲
法
-
日
韓
闘
争
」
と
い
う

日
本
帝
国
主
勃支
配
層
へ
の
闘
か
い
以

外
の
も
の
で
は
あ
り
得
な
か
った
。

さ
ま
ざ
ま
な
思
想
潮
流
が
「反
対
」

の憲
志
表
示
を
行
な
い
街
頭
デ
モ
、
現

地
闘
争
が
闘
か
わ
れ
、
そ
れ
は
佐
柑
保

への
寄
港
は
訂
し
た
が
、
横
須
賀
窃
港

を政
府
が
承
認
す
る
ま
で
に
は
至
ら
し

めて
いな
い。
闘
争
は
今
後
も
続
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
し
∬主
体
π
的
構
勢

は
よ
き
徴
候
を
み
せ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。学

生
戦
線
は
安
保
以
断
の
四
分
五
裂

に
.{
筍
を
う
ち
傘
国
統
一行
勤
と
し

て

∵の
先
進
性
と
ラ
ジ
カ
リ
ズ
ム
の

伝
統
を示
し
た
。
安
保
の
敗
摂
過
程
を

学
内
闘
争
、
自
治
会
防
衛
闘
争
で
息
を

っな
いで
き
た
地
方
大
学
も
、
よ
う
や

く
全
国
的
政
治
闘
争
の
舞
台
に
登
場
し

て
き
た
。
な
に
よ
り
も
白
郡
藁
京
の
学

生
運
動
は
そ
の
動
員
数
に
お
い
て
も
、

闘
蛸
力
に
お
い
て
も
轡窪
な
立
ち
な
お

り
を
み
せ
へ
統
一都
自
代
結
成
が
か
ち

と
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
運
動
の
立

則
的
に
闘
か
い
、
現
血
で
も
最
も優
秀

な
り理
諭
`
を
も
つ
指
導
都
と
、
自
治

会
体
制
を
保
持
し
て
い
る
京
大
の
,亭

友
躍
で
φ
⇔。

民
冒
"
統
一派
の
自
治
会
,分
裂
鮫

動
4
の
せ
い
で
は
な
い
。
彼
ら
はは
し

め
か
ら
問
題
に
は
な
ら
な
い
の
だ
、
彼

ら
は
万
年
榮
天
痴
呆
宗
教患
誉
に
す
ぎ

な
い
。

わ
れ
わ
れ
の
闘
か
い
は
つ
ね
に
自明

の
〈敗
北
〉
を
チ
想
し
て
い
た
も
の
で

あ
った
し
、
そ
れ
で
も
闘
か
わね
ばな

ら
な
か
うた
と
き
は
あ
っ
た
。
安
保
闘

争
以
降
の
京
大
の
運
動
は
そ
の
よ
う

な
も
の
で
あ
った
。
し
か
し
わ
れ
わ
れ

は
、
い
ま
〈
敗
北
の
敗
北
〉
を
ま
え
に

し
て
、
闘
か
う
こ
と
を
選
ぷ
こ
とは
で

き
な
か
った
。
こ
の
状
況
は
い
っ
た
い

互
保
の
前
衝
戦
と
、
大
管
法
の
前
衝
戦

と
ど
う
進
う
の
だ
?
全
く
の
ア
ナ
ロ
シ

ー
で
は
な
い
の
か
?
。
わ
れ
わ
れ
の
状

況
へ
の
関
わ
り
は
〈
政
治
〉
に
そ
の
可

能
性
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
も

ち
ろ
ん
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
へ
の
「幽

級
移
行
」
へ
も
。

・・内
…

いて
い
る
。
宍
戸
は
大
衆
の
篠
在
に
ぶ

つ
か
り
、
必
ず
帯
び
る
(
筆
命
V
の
相

の
削
で
、
先
ず
「外観
』す
る
こ
と
に
宅

の
出
発
を
お
い
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば

、
知
識
人
批
判
に
お
い
て
、
谷
川
鷹
を

浪
花
勧
と
いい
、
構
川
又
三
を
弛
文
業

者
と
い
い、
丸
山
富勇
の
ア
メ
リ
カ
石

を
亡
命
と
い
い
、
宍
戸
の
「外
観
」
は

尽
く
る
こ
と
を
知
ら
な
い
が
、
そ
れ
を

「ア
カ
ヂ
ミ丁
助
成
金
の
糸
列
化
」
の

知
識人
への
波
及
と
い
う
こ
と
に
結
ば

せる
と
き
、
そ
の
寅
任
論
の
構
造
は
い

わ
ば思
想
の
生
活
形
態
に
目
を
庄
ぐ
こ

と
で
成
立
し
て
い
る
の
に
気
づ
か
れ
る

の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
宍
戸
が
小

野
縄
彦
教
授
、
鶴
見
教
授
な
ど
と
膚
く

と
き
、
単
な
る
皮
肉
と
は
響
か
ず
、
あ

る
思
想
が
そ
の
よ
う
な
形
態
を
抽
って

し
ま
う
こ
と
への
畏
糠
な
リ
ア
リ
テ
ィ

を現
出
し
て
し
ま
う
こ
と
に
も
恵
な
っ

て
いる
。
こ
こ
に
お
い
て
、
「外
観
」

す
る
こ
と
は
途
方
も
な
い
力
で
、
宍
戸

の
血肉
と
化
し
て
い
る
の
で
あ
って
、

かえ
って
宍
戸
自
身
の
「囚
観
す
る
」

こ
と
を妨
げ
る
よ
う
に
す
ら
な
って
い

る
の
であ
る
。
宍
戸
が
「目
己
史
」
と

い
い、
「目己
自
V
」
と
凸
って
も
、

「
決し
て
自
分
で
自
分
に
嘘
を
つ
か
な

い格
闘
」と
か
「臼
己
の
ペ
ー
ス
に
あ

っ
た抵
抗
」と
いう
狡
現
に
た
ど
り
つ

く
だけ
で、
紹
局
、
自
己
さ
え
も
「外

観
」す
る
こと
を
余
磯
な
く
さ
れ
て
い

る
の
だ。
だ
が
、
こ
の
こ
と
は
決
し
て

宍戸
の悲
惨
で
は
な
い
。
宍
戸
は
思
想

の
保持
を徹
頭
徹
屠
、
そ
の
生
活
形
態

か
ら
始
めよ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
大
衆
の存
右
に
ぶ
つ
か
った
思
想

が
(葦
命
Vの
相
を
帯
び
る
と
き
、
先

ず
、
そ
の
生
活
形
態
「外
槻
」
に
お
い

て
間
わ
れ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
、
宍

戸
は
いわ
ば
「内
観
」
に
か
え
て
や
り

遂
げ
て
い
る
のだ
。
す
で
に
、
宍
戸
に

おけ
る
「外
観
」
す
るこ
と
と
ほ
思
想

の
罠
の生
活
形態
の
提
示
目体
と
な
っ

て、
大
衆
に
ぶ
っ
か
っ
た思
想
の
極
北

を明
ら
か
に
触知
し
て
い
ると
いえ
る

そ
の
こ
と
は
、
例
え
ば
「自
己
史
」

な
ど
を
超
乳
て、
「外槻
」
す
る
こ
と

自
体
の
、
っ
ま
り
責任
論
自
体
の
思
想

化
を
宍
戸
に
要
求
す
る
か
も知
れ
な
い

突
戸
の
「外
続
」
す
る
こと
の
途
方

も
な
さ
は
、
確
か
にそ
のよ
うな
力
を

持
っ
て
い
る
の
で
あ
る。

×

×

×

桶
谷
秀
昭
が
「リア
リ
ズ
ムに
つ
い

て
」
(
「欠
術
の
目
己
車
命」
所
収
)

で
爵
い
て
い
る
。

「批
判
者
は
批
判
さ
れ
る
。何
によ
っ

て
だ
。
彼
の
内
と
外
と
に
ある
民
衆
の

暗
い
魂
、
生
活
の
現
実
に
よ
って
だ
。

そ
れ
を
頬
か
む
り
し
て
、
民
衆
の味
方

づ
ら
を
し
た
ら
、
彼
は
胃
僚
であ
る
。

し
ぶ
ん
の
内
に
あ
る
民
衆
の
魂
をえ
ぐ

り
だ
し
、
そ
れ
と
格
闘
し
て、
陣
き
戸

を
あ
げ
る
な
ら
、
彼
は
ほ
んと
う
の民

衆
の
昧
方
だ
。
V
こ
こ
で
は
「民
衆
の

麻
方
」

か
、
ど
う
か
に
は
触
れ
なく
て
も
い

い
。
し
か
レ、
思
想
は
必
ず
内と
外
と

の
大
衆
の
存
右
に
ぶ
つ
か
る
こと
は
銘

紀
し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
〔大

衆
に
ぶ
つ
か
ら
ぬ
尉
想
な
ん
て
も
のは

、
思
想
の
相
'
津論
菅
と
や
ら
にく
れ

て
や
る
)
そ
ア

お
け
る
格
闘
に
こ
そ

「自
立
」
の
可
能
性
が
あ
る
の
は
いう

ま
で
も
な
い
。
宍
戸
恭
一は
そ
の
「外

観
』
す
る
こ
と
に
お
け
る
格闘
から
「

貿
任
」
を
嚇
び
き
だ
し
、
それ
を
思
想

の
翼
の
生
活
形
態
の
遺
求と
厘
ね
てみ

せ
か
。
りU本
隆
明
は
そ
の
「内観
」
す

る
ζ
と
の
楢
闘
か
ら
、
笑
在
と
し
て
の

大
衆
に
触
れ
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。

す
で
に
、
わ
た
し
た
ち
は
大
衆
に
ぶ

つ
か
った
そ
の
地
照
で
巡
む
こ
と
も
退

く
こ
と
も
な
く
、
つ
ま
り
そ
の
と
き
樽

ぴ
る
(
革
命
V
の
相
自
体
を
各
自
が
思

想
化
す
る
端
繕
に
あ
る
と
7口え
る
と思

う
。
も
と
よ
り
、
そ
の
週
ゆ
き
は
「長

く
困
難
に
っ
つ
く
」
の
は
再
う
ま
で
が

な
い
。
私
は
提
がす
る
だ
け
に
と
ど
め

る
が
、
こ
の
端
緒
に
あ
る
こ
と
の
見
事

な
違
成
は
次
の
よ
う
な
衰
現
と
な
っ

て
、
紮

ち
の
削
に
っ
き
っ
け
6
れ
て

いる
。

(彼
は
不
艮
な
精
神
の
造
形
を
ひ
ど
く

批
難
し
た
。
あ
ま
り
に
も
憤
慨
し
た
。

樹
年
た
ち
は
、
知
識
に
も
食
へ
も
の
に

も
飢
え
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
飢
簸
の

概
念
が
、
松
冨
氏
の
理
性
を
狂
わ
せ
て

し
ま
つた
。
つ
ま
り
、
ワ食
べ
つ
く
し

に
米
る
`
と
い
う
こ
と
が
、
彼
を
っ
い

に
は
激
怒
さ
せ
て
し
ま
った
の
で
あ

る
。
彼
の
体
の
す
み
ず
み
に
ま
で
逆
洗

し
た
血
の
目
虐
に
、
無
念
の
涙
さ
へ
浮

へて
いた
ほ
ど
で
あ
る
。
そ
し
て
、
急

に
手
近
の
お
ひ
つ
か
ら
、
し
ゃ
も
し
を

つ
か
む
と
、
額
め
が
け
て
ば
し
ん
、
ぱ

し
ん
と
力
い
っぱ
い
打
ち
の
め
し
た
。

お
く
さ
ん
が
飛
び
出
し
て
来
た
、
眼
鏡

がと
ん
だ
、
て
れ
で
も
や
め
な
か
っ

た
。青

く
ふ
く
れ
あ
が
った
額
に
、米
つ

ぶ
が
つ
ぶ
れ
て
い
た
。
傷
然
と
す
る
異

様
な
喰
画
の
光
駁
を
剛
に
し
て
、
脅
隼

た
ち
は
、
た
だ
箆
愕
す
る
ば
か
り
で
、

身
を
劔
付
け
に
さ
れ
て
し
ま
った
。

彼
は
噂
い
た
。

「食
へっ
く
さ
れ
た
っ'て
い
い
よ
・・

…
だ
が
、
だ
が
な
ぜ
飢
え
を
他
人
に
よ

って
切
り
ぬ
け
る
の
だ
/
き
み
ら
は
:

…
身
を
亡
し
て
し
ま
う
っ
も
り
な
の
か

、
き
み
ら
の
世
界
を
滅
亡
さ
せ
た
い
の

か
/
」

こ
れ
以
上
、
肖
.'た
ち
に
磁
打
を
あ

た
え
た
も
の
は
、
あ
と
に
も
先
に
も
も

う
な
か
った
と
い
【
て
よ
い。」
(「地

の.41」
浮
陶
桝11

「試
行
「十
胃
り所

滅
)
(的
人
・文
芸
評
論
家
)

選択特集来転機にたっ日

「転

機
」に
山星
つ
て
福
田
歓
一

わ
れ
わ
れ
が
迎
え
た
転
機
と
は
?
一
六
〇
年
代
後
半
を
展
望
し
、
今
日
の
遇
択
の
可
能
性
を
洞
察
す
る
。

小
さ餐

大
毒
世

田
中
慎
竈

政
治
的
に
は
大
き
く
拡
が
っ
た
現
代
世
界
は
軍
事
技
術
的
に
は
あ
ま
り
に
小
さ
い
。
矛
盾
を
解
く
鱒
は
…

国
連
軍
構
想
を
検
討
す
る
石
本
泰
雄

周
作
人
か

岐
路
に
立
つ
ア
ヌ
リ
カ
の

豊
富
の
な
か

ぐ
ず
つ
く
中
ソ
関
係
…
A

・ロ
ス

ら
核
実
験
ま
ぞ
-竹
内

好

川
田

の
希
望
と
不
虚不
霧
㎜麟

㎎
綿
貫
譲
、7

沖
縄
立
法
院
議
員
に
聞
く
曾
莱
籍

の
あり
万
に
罧簡
.長
鶉
婁

●
復
帰
は
日本
独
立
への
道
・知
花
英
夫
/宣
賢
契
智 台侃

特
集
⊥
九
六
五
年
-

戟
後
世界
の
再
編
成
/ジ
ョン
ソ
ン圧
勝
の
後
に
く
るも
の
/
モ
ス
クワ
ー

一九六
四
年
一

 欧
州防
衛構
想
/
南ヴ
ェト
ナ
ム
ー
最
後
の
曲
り
角/
申
国
と
夢新
興
勢
力
5か雫.;
ー

世
界
の
焦
点

一月
/
M
L
F
論φ
に
み
る

、

特
畢
佐
藤
政
権
を
と
り
ま
く
緊
張

弧
み
は是
正
さ
れ
るか
/
経
済
慰
機
の中
の
釜

予算
/
く
り
返
され
る
申・小
企業
の
受
難
/新
保
箋

櫨
制
と琶
会
覚

難
昇

羅
難禽

購
嚢界穰
徹 博鶴

 

●
グ
ラ
ビ
ア

ニ
ュー
ヨ
ーク
五
番

街

三
木
淳
あ
る
伝
統
・末
村
伊

兵
衛

ブ
ロ
ンズ
の
像
石
元
泰
博

●
口
絵
作
品

斎
藤
響
轟

ミ
ラ
ク
ル
シテ
ィ
・ニ
ュ
ーヨ
ー
ク

鯛
三
木

淳

生
命
力
と
は何
か
腿
凸化
田
清
輝

搭
い
た
「跡
」
斎
藤
義
重
氏に
聞
く

グ
レ
コ
の
モデ
ル
に
な
る鮪
児
玉
覇

望

●
漫
画墨

愚
三
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鴨

扱
い
方
に
つ
い
て
…
:
中
野
重
治

●

酢
至
謹
畦
淳
/
雲
獄

/蝶
欝

子

苦

い
砂

糖
丁
齢
一町
塀
助
-
堀
田
善
衛

屈
伏
レ
な
い
人
々
ル喝
旨
π
大
江億
三辱
お
だ
や
か
な
死
v
S
未
孝

ワ
ール

〈対談〉

口

 

最
高
裁
の
建
物
は
美
し
い
、
だ
が
国
民
は
裁
判
を
信
用
し
て
い
な
い
⊥
財

政
学
と
民
法
学
の
長
老
が
日
本
の
裁
判
を
語
り
、
日
本
の
社
会
を
眺
め
る

羨
内
播

我
妻
栄

'

428


